
信州大学人文学部



実 践 知
―知を運用する力，起動する知，現実の社会に働きかける知の力―



・当たり前のことに疑問を持ち

・情報を収集・集約・理解し

・客観的に批判・分析して熟考を加え

・考えを構築し、様々な言語で発信し

・様々なことに応用する

問解考発用



・共通教育…全学部共通の幅広い教養科目群

１年次

人文科学群 環境科学群 体育・スポーツ群
社会科学群 自然科学群 教養ゼミナール群

・語学…英語に加え、第２外国語を修得

フランス語 ハングル ドイツ語
中国語 スペイン語

・人文学部専門科目…各専門の基礎科目を選択



・専門分野に進み 幅広く、より深く学ぶ２年次以降
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スタッフ紹介――

哲学・思想論分野

篠原 成彦（しのはら・なるひこ） 教授

早坂 俊廣（はやさか・としひろ） 教授

三谷 尚澄（みたに・なおずみ） 准教授

護山 真也（もりやま・しんや） 准教授

芸術コミュニケーション分野

金井 直（かない・ただし） 教授

北村 明子（きたむら・あきこ） 准教授

濱崎 友絵（はまざき・ともえ） 准教授

世界、社会、人間、知識、私、心、

そして愛……
当たりまえで決まりきったものだと思い込ん
でいたことがらについて、根っこのところか
ら考えてみる。

感性と身体知を磨く、コミュニケー
ションとしての芸術――

美術、舞踏・身体表現、音楽の３つの領域につ
いて、理論と実践の両面からアプローチする。



スタッフ紹介――

文化情報論分野

菊池 聡（きくち・さとる） 教授

水原 俊博（みずはら・としひろ ）准教授

佐藤 広英（さとう・ひろつね） 准教授

社会学分野

茅野 恒秀（ちの・つねひで） 准教授

実社会での情報リテラシーに直結した実践
的な実習や演習を通して、社会に幅広く通
用する〈情報を活用する力〉を高める。

何が解くべき「問題」か？
「問題」に関係のある「要因」が何かを考え、
社会調査を行って、その考えが「支持」され
るかどうかを「実証的」に検討する。



スタッフ紹介――

心理学分野

今井 章（いまい・あきら） 教授

高瀬 弘樹（たかせ・ひろき） 准教授

社会心理学分野

長谷川孝治（はせがわ・こうじ） 准教授

清水 健司（しみず・けんじ） 准教授

岡本 卓也（おかもと・たくや） 准教授

“心”とは何か？
様々な心理学的事象について実験や調査などか
らデータを取得し、それらを解析・考察する。

「社会的存在」としての人間について、
実証的に分析し、それらの結果に基づき
理論的考察や法則性の発見を目指す。



スタッフ紹介――

日本史分野
山本 英二（やまもと・えいじ） 教授

大串 潤児（おおぐし・じゅんじ） 准教授

佐藤 全敏（さとう・まさとし） 准教授

東洋史分野
久保 亨（くぼ・とおる） 教授

豊岡 康史（とよおか・やすふみ） 准教授

西洋史分野
佐藤 真紀（さとう・まき） 准教授

西洋は、私たちと無関係ではありえない
――
私たちの国の政治、経済、その他の基礎は西洋に

あり、西洋史を学ぶことは社会の土台を理解する
ことでもある

地域からの視点を大事にしつつ、過去の
「日本」の姿を、国境を越えた交流や国
家の枠組みにとらわれない人々の多様な
つながりを通して学び、現在の「日本」
を考える。

世界でいちばん元気な所・アジアを相手
に学ぶ
アジアの人々がこれまでどう生きて来きたかを
たどり、今、彼らが何を感じ何を考えているか
を探る。



スタッフ紹介――

比較文学分野

野津 寛（のつ・ひろし） 教授

澁谷 豊（しぶや・ゆたか） 准教授

中国語学・中国文学分野

氏岡 真士（うじおか・まさし） 教授

伊藤加奈子（いとう・かなこ） 准教授

神話や歴史、言語や哲学、文学理論、
それに文字以外の芸術――

様々な国の文字を古代から現代まで扱う、
開かれた領域

現代中国語の運用能力を養い、古今
の文化的背景への理解を深めて、世
界の多様性と普遍性を実感できる大
きな手がかりをつかむ。



スタッフ紹介――

ドイツ語・ドイツ文学分野

磯部 美穂（いそべ・みほ） 准教授

フランス語学・フランス文学分野

吉田 正明（よしだ・まさあき） 教授

鎌田 隆行（かまだ・たかゆき） 准教授

ドイツ・オーストリア・スイス等
ドイツ語圏の国々の言語・文学・
文化を深く学び、受容力・コミュ
ニケーションリテラシー・自らを
発信できるドイツ語運用能力を養
う。

文学、哲学、思想、芸術、食
文化、そしてファッション
――
歴史と伝統を誇るフランスについて、
その言語と文化の諸相を学ぶ。



スタッフ紹介――

英語学分野

伊藤 盡（いとう・つくす） 教授

英米文学分野

杉野健太郎（すぎの・けんたろう） 教授

飯岡 詩朗（いいおか・しろう） 准教授

英語をめぐる数々の謎――

先人の英知を「批判的に見る」目を養い、
理論的思考によって自らの考えを客観的に
記述し、それを世に問いかける。

英語圏の文学や文化に触れ、異文化を
理解する力や作品をより深く鑑賞する
力を養い、精緻な分析力・批判的な読
解力を培う。



スタッフ紹介――

日本文学分野
渡邉 匡一（わたなべ・きょういち） 教授

速水 香織（はやみ・かおり） 准教授

日本語学分野
山田 健三（やまだ・けんぞう） 教授

白井 純（しらい・じゅん） 准教授

日本語教育学分野
沖 裕子（おき・ひろこ） 教授

坂口 和寛（さかぐち・かずひろ） 准教授

日本の言語、文化に関する、時代を問わ
ない広範な知識を獲得しつつ、言語表現
に対する批判的な思考力・論理的表現力
を養う。

「現代日本語」と「外国語《日本語》」
――
現代日本語とその教育の考察を通じ、今を生
きる人間にとって言語によるコミュニケー
ションとは何かを探求する力を養う。

古代から現代に至る日本語を対象とし、
広範な知識を獲得しつつ批判的思考力を
養い、自ら見出した課題についての調査
研究を通して論理的表現力を獲得する。



1. 少人数教育―教員と学生との距離が近い

2. 専門の〈資料室〉―人文学部学生の自由な勉学の場

3. 留学制度――多彩な留学先への積極的なサポート

4. ３つの学生寮―自治を重んじる充実した寮生活

5. 課外活動―学生主体で運営される多様なサークル



1. 少人数教育―教員と学生との距離が近い

人文学部生の勉学・生活・心身の健康
――そのすべてをサポートする存在

３９名の教員

信州大学人文学部の教員１名に対する学生平均数――

1学年 約４名



専門の１８分野すべてに
学生が自由に活用できる
資料室を完備

2. 専門の〈資料室〉―人文学部学生の自由な勉学の場



・中華人民共和国

・大韓民国

・台湾

・インド

・インドネシア

・マレーシア

・モンゴル

・タイ

・ベトナム

・メキシコ

・ブラジル

・モロッコ

・ミャンマー

3. 留学制度――多彩な留学先への積極的なサポート

信州大学と大学間協定を結ぶ国と地域――

・アメリカ合衆国

・オーストラリア

・ベルギー

・フランス

・ドイツ

・イタリア

・オランダ

・ポーランド

・ロシア

・スペイン

・フィンランド

・オーストリア

・ポルトガル

留学生の受入れ…３５１名
（人文学部では１１名）

人文学部では 国際交流委員会が
留学をサポート――

２０名が海外に留学
（平成２８年度）



こまくさ寮
思誠寮
思誠女子寮

※人文学部生４９名が入居（平成２９年度）

旧制松本高校以来つづく、
学生の自治を重んじる気風

4. ３つの学生寮―自治を重んじる充実した寮生活

5. 課外活動―学生主体で運営される多様なサークル

文化系サークル――59部

体育系サークル――67部
教職員のサポートのもと、

主体的なサークル活動を展開



未来へのサポート ――

経済的なサポート

・日本学生支援機構および地方自治体，民間育英会による支援

在学中に取得できる資格

・教員免許
 中学校教諭Ⅰ種（国語・社会・英語）
 高等学校教諭Ⅰ種（国語・地理歴史・公民・英語）

・博物館学芸員
・社会調査士
・日本語教員養成課程（26単位以上）の修了証書

就職へのサポート 教員・公務員・一般企業――さまざまな職種に就職

・教職員，外部の専門家による就職ガイダンス
・先輩による就活体験談や報告会
・インターンシップ参加へのサポート

平成28年度就職率

93.8％
（就職希望者数のうち）



信州大学人文学部


